






























































































































4． 調査概要 就労支援過程の言語化 
(１) 調査時の就労支援員の経歴 
表 1は調査時の就労 る 














 就労支援員Ａ 就労支援員Ｂ 
性別 男性 女性 
年齢 44 歳 25 歳 
主な職歴 編集関係 4年，教育関係 8年 
社会福祉相談員 10 年 
社会福祉相談員 3年 




















表 2 就労支援員Ａの生態学的アプローチの視座によるアセスメント 
Ａの着目項目 生活ストレス面 環境面 
健康状態 ・骨が変形しており痛みが増している ・体調に見合った仕事が必要 
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表 3 就労支援員Ｂの生態学的アプローチの視座によるアセスメント 





















Ａのアセスメントをストレスと環境に焦点をあて分け と表 2のようになる． 
表 2 就労支援員Ａの生態学的アプローチの視座によるアセスメント 
Ａの着目項目 生活ストレス面 環境面 
健康状態 ・骨が変形しており痛みが増している ・体調に見合った仕事が必要 










目した項目は「健康状態」「就労意欲」「就職活動」の 3 項目につ て評価していた．アセスメン
ト内容は「健康状態」の項目は「不眠や食欲不振がある」「体調不良だが通院せずに健康管理がで
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これら 3つの支援計画を利用者と共通認識を図っていた．  
就労支援員Ａの生態学的アプローチの視座によるプランニング過程 
スト をあて，Ａの活動方法案を見てみると表 4のようになる． 
表 4 就労支援員Ａの生態学的アプローチの視座によるプランニング案 



















表 5 就労支援員Ａの生態学的アプローチの視座によるプランニング 
Ａの着眼項目 生活ストレス面への対処 環境面への対処 
健康状態   





コミュニケーション ・分かりやすく説明します  
















これら 3つの支援計画を利用者と共通認識を図っていた．  
就労支援員Ａの生態学的アプローチ 視座によるプランニング過程 
ストレスと環境に焦点をあて，Ａの活動方法案を見てみると表 4のようになる． 
表 4 就労支援員Ａの生態学的アプローチの視座によるプランニング案 



















表 5 就労支援員Ａの生態学的アプローチの視座によるプランニング 
Ａの着眼項目 生活ストレス面への対処 環境面への対処 
健康状態   





コミュニケーション ・分かりやすく説明します  















































表 6 就労支援員Ｂの生態学的アプローチの視座によるプランニング案 










表 7 就労支援員Ｂの生態学的アプローチの視座によるプランニング 
Ｂの着眼項目 生活ストレス面への対処 環境面への対処 
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10 回 ・就職先の状況の確認を行った 
11 回 ・利用者は退職しており退職の経緯について聞いた 
・利用者は退職と同時に新しい職場に採用も決まっており新しく採用された労働条件や
仕事内容，職場について話を聞いた 




13 回 ・今の仕事を○ヶ月間継続できた理由を聞いた 
・仕事を開始したことによる生活の変化について聞いた 
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4 回「利用者の楽しかった仕事の話を聞いた」の活動を行っていた．Ａは比較的初期の 4 回まで
利用者と関係性を築く行動を取っていた． 


















































   
表 8 就労支援員Ａのインターベンション・モニタリング・エバリュエーション 
 
 
表 9 就労支援員Ｂのインターベンション・モニタリング・エバリュエーション 
支援回数 Ｂの支援内容 




































12 回 ・利用者は体調不良を心配していたため医師に相談することを勧めた 







































12 回 ・利用者は体調不良を心配していたため医師に相談することを勧めた 
13 回 ・職安に同行した 
・健康面の話を聞いた 
14 回 ・健康面の話を聞いた 
・利用者は体調不良を話すため医師に確認することを勧めた 




17 回 ・利用者は離職しており退職の経緯を聞いた 
・離職の経緯や職場への不満を勢いよく話したため利用者の話を聞いた 




19 回 ・Ｂが職安に同行することを伝えたが利用者は一人で行なうと言い同行できなかった 
20 回 ・前回支援から本日までの活動を聞き取った 
21 回 ・体調不良によりキャンセル 
22 回 ・職安に同行した 
・体調不良だが医師へ相談をしないため転院も含めケースワーカーに相談することを勧
 めたが転院の意思は聞かれなかった 
23 回 ・職安に同行した 
・職安の職業相談ブースにＢも同行した 
24 回 ・体調不良を理由にキャンセル 
25 回 ・就労支援の振り返りを行った 
26 回 ・支援期間満了により支援をケースワーカーに引き継ぐため体調や就労に対する不安に







の話を聞き受診状況を聞いた」からはじまり 2回，5回，8回，9回，10 回，11 回，12 回，13 回，
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The purpose of this study is to clarify the social work process of obtaining jobs for welfare 
recipient.Two social workers were observed and interviewed,and process records were 
used as the data.In order to verbalize the process,assessment,planning,intervention and 
monitoring of generalist social work are used.In addition to the verbalization,the perspectives 
of ecological and functional approaches were used to analyze the process.
Keyword
Welfare recipients, Job assistance, Process analysis.
Support process research of job assistance for 
welfare recipients
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